「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と保育実践の意味づけ ―“ 動物園ごっこ” における事例検討を通して― by 東城 大輔
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」と保育実























































































































































































れる “ 動物園ごっこ ” の活動を取り上げ考察していくも


















































て動物園ごっこまでの実践（10 月４週目～ 11 月４週目）、
動物園ごっこ当日の実践（11 月 24 日）と、動物園ごっ









































































































































































































































































に出てきていたり面白いことをやってくれたりと充実した社会見学となった。（１組　10 月 26 日）
■ （動物園は）いろいろな動物を見て楽しみ、コアラやコンドル、ライオン等の生態を学ぶ機会となっ
た。（２組　10 月 26 日）
■ 動物園の話をし、動物園ごっこをしてみないか尋ねる。すべての子がやりたいと手を挙げやる気は十
分あることがうかがえた。あみだくじでグループを決めることになり行う。子どもたちが選んだ動物
はやはり動物園でじっくり見たものや面白いことをしていたものであった。（１組　10 月 27 日）
■ 動物を決め、どう作るかを話し合う、乗り物ごっこの時より具体的に話し合いがされており、使う材
料も決めていた。（２組　10 月 27 日）
■ 新しいグループ、および動物決めでは手を挙げて発表する場面で普段あまり手が挙がらない D が、何
回か発表した。（３組　10 月 27 日）

















































































































































日誌の記述 ■ 動物作りは 10 時～ 12 時の約２時間。紙貼りを進めるグループが４つあったこととものが大きいため、
完了させるのに時間がかかった。ホッキョクグマグループの H らが口を動かすようにする工夫を考え
たことに刺激を受け、ライオングループも真似をした。（１組　11 月 14 日）
■ 今日は２時間あったので、先に絵本を読み、ゲームをした。それぞれが動物作りに向き合い、教師は




（３組　11 月 14 日）
■ 今日は登園から降園前まで、動物作りチームで過ごす。ベイ作り、ベイ勝負が盛り上がる。動物作り
では、コウモリグループに付き添い絵の具塗りの様子を見守る。（１組　11 月 15 日）
■ 登園から 13:10 まで動物作りチームで過ごす。担任がベイ作りに誘い多くの子が興味をもつ。あまりに
も盛り上がったので 10:00 までその遊びを継続した。コウモリは色塗りが完成したので、顔や手足など
がどうなっているのか調べて次の活動に何をするのか考えるよう促す。ある子がアイディアを出すが、





と返ってきたので負担はないようである。（２組　11 月 17 日）
■色塗りはコツコツと頑張る姿があり認め合う姿が見られた。（３組　11 月 17 日）
■ 登園から昼食後まで動物作りチームで過ごす。動物作りは、色塗りの続きが残っていたのはペンギン
グループだけで、残りは顔や爪など細かい部分を作り上げていた。ライオングループは、毛糸や布を
駆使し、図鑑通りの色合いの再現を試みていた。（１組　11 月 18 日）
■ 午前中の体育あそびが終わってからの動物作り。本当に短いと感じた。クマの手が取れ、改善に時間
がかかった。一応、動物は今日でできあがった。（２組　11 月 18 日）
■ ペンギングループは、ある子がリーダーシップを発揮し、皆が乱れることなくきれいに仕上げていた。
ホッキョクグマグループは手分けして行う作業にも気持ちがバラバラな姿が見られた。










































を描く。G は自分ひとりで字を書きたいと言い出し、他のメンバーともめる。周りが仕方なしに G の
やりたいことをさせる。子どもたちが、チームであったいろいろなトラブルや不満を担任に報告してく
る。後になってぐちぐち言わずに、しっかり話し合って解決していくよう話した。（１組　11 月 21 日）
■ 動物作りチームでは、看板作り、ポスター描き、役割決めを行った。今日になって、うさぎグループ
が進まず停滞。ゾウグループとペンギングループのメンバーが、保育室前のポスター描きに取り組ん
だ。（２組　11 月 21 日）
■ 動物園ごっこの切符作りをした。周りがひもを結んでいるのを見て、どの子も自分のこととして捉え
てひもを切り取り組んでいた。誰かにひもの端を持ってもらって切る工程では自然と近くにいる友だ
ちを見つけ声をかけている姿があった。２人組になって協力する姿も見られた。（３組　11 月 21 日）
■ 切符渡しのことばを考える。３つのグループに分かれて台詞を言うというアイディアが子どもたちか






































（３組　11 月 22 日）
※表中の下線部は筆者による































































































































































































































































子。しかし諦めずに最後までする子どもたちの姿があった。（１組　11 月 29 日）
■ 動物で遊んでも良いことを伝えても、プレゼントするもの、という思いが強いのか、全く動物では遊
ばない子どもたちであった。（２組　11 月 28 日）
■ 動物をプレゼントする際のメッセージ作りは、各グループで話し合いながら進めていた。気持ちとメッ





























































































































































































































































































との関係を説明する」と題し、2017 年 1 月、幼稚園教育要
領が告示される前に説明されている。
５） 兵庫県私立幼稚園協会主催の幼稚園教員養成校と私立幼稚























13） 大阪府幼児教育推進フォーラム第 2 回「今求められる就学
前の教育・保育とは～新しい幼稚園教育要領等のめざす方
向～」においての（2017 年 6 月 28 日開催）鼎談の中で、山

































About the Meaning of “Development Before Going to Elementary 
School”, and Early-Child Education Practice
: Case Study of a “Pretend Zoo Play”
Daisuke Tojo
Osaka University of Comprehensive Children Education
　Based on the Course of study for Kindergarten (Ministry of Education, Science and Culture of 2017) 
which was newly arranged and shown in 10 items as this “development before going to primary 
school”, this research is aimed at improving early-child education practice at the kindergarten 
(The target is “Pretend Zoo Play” including exchange activities at different ages).  As a method, 
this research attempted to consider from the weekly program and diary written by kindergarten 
teachers.  As a result, it was shown that arranging with a viewpoint on activities is an index for 
reviewing childcare in kindergartens.  Also, it became clear that it is important to acknowledge that 
both positive and negative surfaces exist by activity.
Key words： “Course of study for Kindergarten”, “Pretend Zoo Play”, weekly program, diary,  
review of the early-child education practice
